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平成２１年９月１日(１)   

開議 １０時０１分 

○議長 秋成茂信君 

 皆さん、おはようございます。 

只今の出席議員は１７名で、全議員出席であります。 

それでは、只今から、平成２１年第３回豊前市議会定例会を開会し、本日の会議を開き

ます。 

日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今定例会の会期は、議会運営委員会で協議のとおり、本日から９月１

８日までの１８日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

異議なしと認めます。よって会期は、１８日間と決定いたしました。 

続きまして、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、７番山崎廣美議員、

１０番磯永優二議員を指名いたします。 

 次に、日程第３ 諸般の報告をいたします。監査委員から、平成２１年５月分から７月

分までの出納例月検査の報告がありました。各報告書については、事務局に保管していま

すので、ご了承を願います。 

続きまして、日程第４ 議案の上程を行い、提案理由の説明を受けることにいたします。 

今定例会に、市長から議案２０件、報告５件の提出がありました。これを一括上程し議題

といたします。 

それでは、市長から提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 釜井健介君 

 本日ここに、平成２１年第３回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には、公私共にご多用のところご臨席を賜り、誠にありがとうございます。厚くお礼を申

し上げます。 

 本議会に提案いたしました議案は、条例案件３件、予算案件２件、決算案件１１件、そ

の他の案件４件、報告案件５件の合計２５件であります。議案の順序により、ご説明申し

上げます。 

議案第４２号は、豊前市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてであります。日本年金機構法の施行期日を定める政

令の公布に伴い、関係規定を整備するための案件であります。 

議案第４３号は、豊前市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてであり

ます。健康保険法施行令の一部改正に伴い、関係規定を整備するための案件であります。 

 議案第４４号は、豊前市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 
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市営駐車場利用者の利便性の向上及び実態に合わせた料金体系への見直しを図るため、駐

車料金を改定する案件であります。 

 議案第４５号は、中津市との間において、定住自立圏形成協定を締結することについて

であります。中津市及び豊前市との間において、定住自立圏形成協定を締結することにつ

いて、地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決すべき事件に関する条例の規定

により、議会の議決を求める案件であります。 

 議案第４６号は、福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体の

数の増減及び福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更について。 

議案第４７号は、福岡県介護保険広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡

県介護保険広域連合規約の変更について。議案第４８号は、福岡県後期高齢者医療広域連

合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更につ

いてであります。 

以上、３議案は、いずれも、平成２２年１月１日から前原市、糸島郡二丈町及び同郡志

摩町が廃され、その区域をもって糸島市が設置されることに伴い、組合等を組織する市町

村の数を増減し、組合等の規約を変更するため、地方自治法の規定により、議会の議決を

求める案件であります。 

 議案第４９号は、平成２１年度豊前市一般会計補正予算（第１号）であります。 

今回の補正予算は、国の経済危機対策や市政運営上、緊急必要とされる経費等について、

所要の措置をいたしたところであります。その補正額は、５億９０９０万３０００円で、

補正後の予算総額は、１２２億６６７０万３０００円であります。 

歳出の目的別補正の概要について、ご説明申し上げます。 

１款議会費に、５４３万２０００円の補正であります。その主なものは、旅費１１３万３

０００円、公用車購入費４２５万円の補正であります。 

２款総務費に、１３１８万４０００円の補正であります。その主なものは、公用車購入

費に６２７万円、過誤納還付金に６００万円の補正であります。 

３款民生費に、６９２８万円の補正であります。その主なものは、緊急通報電話機購入

費に３４３万６０００円、地域介護・福祉空間整備等施設整備補助金に１１５７万４００

０円、乳幼児医療費に２２２２万７０００円、子育て応援特別手当支給事業費に、２４４

３万８０００円の補正であります。 

４款衛生費に、１７６０万６０００円の補正であります。その主なものは、豊前築上医

師会Ｘ線検診車購入費補助金に５００万円、女性特有のがん検診推進事業費に４６０万６

０００円、太陽光発電システム設置費補助金に８００万円の補正であります。 

５款労働費は、働く婦人の家の空調修繕費に７０万円の補正であります。 

６款農林水産費に、１億１２０３万８０００円の補正であります。その主なものは、美

しい森林づくり交付金事業費に１億円、森林環境保全整備事業費に７００万円の補正であ
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ります。 

７款商工費に、７９０万円の補正であります。その主なものは、観光情報センター外壁

等改修費に６１０万円の補正であります。 

８款土木費に、１億４９１５万６０００円の補正であります。その主なものは、道路橋

梁維持費に８２４１万６０００円、宇島駅構内自由通路概略設計費に８００万円、上町・

沓川池線街路事業費に、４２７０万円の補正であります。 

１０款教育費に、１億９５６０万７０００円の補正であります。その主なものは、学校

情報通信技術環境整備費に１億４４０万円、野球場・能徳運動広場整備事業費に、４５９

７万円の補正であります。この補正予算の財源は、歳出補正に伴う国庫支出金等の特定財

源のほか、一般財源として、平成２０年度繰越金を、それぞれ措置いたしたところであり

ます。 

 議案第５０号は、平成２１年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算(第１号)であ

ります。補正額は、１５６５万７０００円で、その主なものは、出産育児一時金に８２６

万円、後期高齢者支援金に５５３万７０００円の補正であります。 

 議案第５１号から第６１号までは、平成２０年度の決算の認定に関する議案であります。 

同議案に係る一般会計のほか、７特別会計の概要及び各部門別の主要施策の成果等につき

ましては、別冊に記述したとおりでありますので、関係の説明は省略させて頂き、会計別

の決算等について、そのあらましを申し上げます。 

 議案第５１号 豊前市一般会計の最終予算額は、１１８億４６３８万２０００円であり

ます。これに対し、歳入決算額は、１０６億２４４３万５３０３円で、予算に対する収入

率は８９．７％、歳出決算額は、１０４億１１３４万４９４０円で、対予算の執行率は８

７．９%、歳入歳出差引２億１３０９万３６３円の形式黒字となっておりますが、翌年度

への繰越財源を差引いた実質収支額は、１億２５２５万９３６３円の黒字決算となってお

ります。このうち８０００万円は、地方自治法第２３３条の２及び財政調整基金条例第２

条の規定に基づき積立てをいたしております。 

議案第５２号 豊前市国民健康保険事業特別会計の最終予算額は、３５億３６７１万７

０００円であります。これに対し、歳入決算額は、３７億７１１１万３４４２円で、予算

に対する収入率は、１０６．６％、歳出決算額は、３３億１５５８万２６３７円で、対予

算の執行率は、９３．７％、歳入歳出差引４億５５５３万８０５円の黒字で、翌年度繰越

金となっております。  

議案第５３号 豊前市老人保健特別会計の最終予算額は、４億９６４５万４０００円で

あります。これに対し、歳入決算額は、４億７３１０万２４２１円で、予算に対する収入

率は、９５．３％、歳出決算額は、４億７６８７万１９３円で、対予算の執行率は、９６．

１％、歳入歳出差引３７６万７７７２円の歳入不足となっておりますので、翌年度よリ繰

上充用いたしております。 
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議案第５４号 豊前市後期高齢者医療事業特別会計の最終予算額は、４億３３２万６０

００円であります。これに対し、歳入決算額は、３億５９９８万２５００円で、予算に対

する収入率は、８９．３％、歳出決算額は、３億５３３８万２１０８円で、対予算の執行

率は８７．６％、歳入歳出差引６６０万３９２円の黒字で、翌年度繰越金となっておりま

す。 

 議案第５５号 豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計の最終予算額は、５００１万４

０００円であります。これに対し、歳入決算額は、９７１万８４７８円で、予算に対する

収入率は１９．４％、歳出予算額は、４６１１万７９７８円で、対予算の執行率は９２．

２％、歳入歳出差引３６３９万９５００円の歳入不足となっておりますので、翌年度よリ

繰上充用いたしております。 

 議案第５６号 豊前市公共用地先行取得事業特別会計の最終予算額は、１０００万円で

あります。これに対し、２０年度は、執行額０につき全額不用額となっております。 

 議案第５７号 豊前市営駐車場事業特別会計の最終予算額は、１２６０万円であります。

これに対し、歳入決算額は１１７０万４６０４円で、予算に対する収入率は９２．９%、

歳出決算額は、１１１６万５４６４円で、対予算の執行率は８８．６％、歳入歳出差引５

３万９１４０万円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

議案第５８号 豊前市バス事業特別会計の最終予算額は、３７１９万６０００円であり

ます。これに対し、歳出決算額は３５５９万８５３７円で、予算に対する収入率は９５．

７％、歳出決算額は、３５５９万８５３７円で、対予算の執行率は９５．７％で、歳入歳

出は同額となっております。 

議案第５９号 豊前市水道事業会計の平成２０年度の決算は、収益的収支では、収入５

億３６３９万１１７７円に対し、支出５億１９３４万２０３８円であり、消費税を除いた

実質収益は、１４７４万９９４３円となっております。なお、営業外収入につきましては、

当年度他会計補助金及び業務受託収益による収益であります。 

また、資本的収支では、収入８０２９万６３５０円に対し、支出１億５８１４万２９３

５円となり、差引７７８４万６５８５円の不足が生じましたが、この不足額につきまして

は、過年度分損益勘定留保資金２６３７万７７７１円、当年度分損益勘定留保資金５０４

０万７２７８円、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３７６万１５３６円で

補填したところであります。 

 事業面では、配水管布設と漏水対策防止を含めた老朽管の布設替工事１０工事、工事延

長１２７７ｍを実施しました。また、第８期拡張事業につきましては、工事箇所４工事、

工事延長６５１．７ｍを完了しました。今後とも、なお一層の効率的な経営の推進に企業

努力をしてまいる所存であります。 

 議案第６０号 豊前市下水道事業特別会計の決算であります。まず、豊前市下水道事業

については、平成２０年度決算は、収益的収支では、収入３億９９６９万２６７８円に対
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し、支出４億７９５１万８１５２円であり、消費税を除いた実質損益は、８１５２万４４

５３円となっております。なお、営業外収入につきましては、当年度他会計補助金等によ

る収益であります。諸経費の削減と、有収率の向上に努めてまいりましたが、支出の主な

要因は、有形固定資産の減価償却費によるものであります。 

また、資本的収支では、収入１億４７２９万２４００円に対し、支出２億７０１２万７

１８７円であり、差引１億２２８３万４７８７円の不足が生じておりますが、この不足額

につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１５１万１８９９円、

引継金２７４３万５６７６円、当年度分損益勘定留保資金９３８８万７２１２円で補填し

たところであります。 

 事業面では、面整備による汚水管渠建設工事、管渠延長１．７８ｋｍ等を実施しました。 

経営効率化の結果としましては、料金収入の増加、人件費の減少として現れています。 

 続いて、豊前市農業集落排水事業について、平成２０年度の決算は、収益的収支では、

収入３２０４万３０３２円に対し、支出３９７７万２７６円であり、実質損失は、７７２

万７２４４円となっております。なお、営業外収入につきましては、当年度他会計補助金

による収益であります。諸経費の削減に努めましたが、支出の主な要因は、有形固定資産

の減価償却費によるものであります。また、資本的収支では、収入０に対して、支出１３

７５万３１５６円であり、差引１３７５万３１５６円の不足が生じておりますが、この不

足額につきましては、引継金２０９万３２３８円、当年度分損益勘定留保資金１１６５万

９９１８円で補填したところであります。今後とも、なお一層の効率的な経営の推進に企

業努力をしてまいる所存であります。 

 議案第６１号 豊前市東部地区工業用水道事業会計の平成２０年度の決算は、収益的収

支では、収入１９１３万１０９１円に対し、支出１７５４万６６２４円であり、消費税を

調整した当年度純利益は、１５８万４４６７円であります。なお、営業外収入につきまし

ては、上水道事業からの受託業務による収入であります。事業内容といたしましては、豊

前東部工業団地内企業１社による工業用水を供給しております。また、資本的収支では、

収入１８５万３７３円に対し、支出１８５万３７３円であり、不足は生じておりません。 

報告第４号は、平成２０年度豊前市の財政の健全化判断比率について、地方公共団体の

財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、別紙、監査委員の意見を付して報

告するものであります。健全化判断比率である実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公

債費比率及び将来負担比率は、いずれも国の早期健全化基準を大きく下回っており、健全

な財政状況にあると判断されました。 

報告第５号は、平成２０年度豊前市水道事業会計の資金不足比率について。 

報告第６号は、平成２０年度豊前市下水道事業特別会計の資金不足比率について。 

報告第７号は、平成２０年度豊前市東部地区工業用水道事業会計の資金不足比率について

であります。各会計の資金不足比率につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関す
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る法律第２２条第１項の規定により、別紙、監査委員の意見を付して報告するものであり

ます。各会計における資金不足比率につきましては、資金不足を生じた会計がないため、

いずれも経営健全化基準に該当しておりません。 

報告第８号は、豊前市土地開発公社の平成２０年度事業及び決算並びに平成２１年度の

事業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、報告するも

のであります。 

以上、提出議案の概要について、ご説明を申し上げましたが、いずれの議案も市政運営

上、緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重にご審議の上、すみやかに

ご議決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 秋成茂信君 

 以上で、議案の上程、提案理由の説明を終わります。 

次に、今定例会に提案されています決算認定案件について、監査委員から審査の概要につ

いて報告を求めます。矢鳴監査委員、お願いいたします。 

○監査委員 矢鳴 学君 

 今回、審査に付されました平成２０年度豊前市一般会計、特別会計歳入歳出決算、及び

公営企業会計決算の審査結果の報告並びに財政健全化判断比率、資金不足比率の審査の概

要について、ご報告いたします。 

 審査は、本年 6月１日から８月７日まで、山本監査委員とともに実施いたしました。 

詳細につきましては、別冊、審査意見書がありますので省略させて頂きます。 

はじめに、平成２０年度歳入歳出決算の収支状況のうち、実質収支は、一般会計では、

１億２５２５万９０００円の黒字となっており、積立基金の取崩し、市債の繰上償還額な

どを調整した実質単年度収支も、１億２２６万円の黒字となっております。 

 なお、実質収支額１億２５２５万９０００円のうち８０００万円は、地方自治法及び基

金条例の規定に基づき、財政調整基金に積立てられております。 

特別会計では、老人保健、新築住宅資金貸付事業会計は、赤字となっておりますが、そ

の他の会計は黒字、或いは、収支が均衡しており、特別会計を合計した実質収支は、５億

４７７６万１０００円の黒字で、前年度に対し、１億２０１０万５０００円の増となって

おります。なお、老人保健法は、平成１９年度で廃止されており、３月診療分が主なもの

となっております。 

次に、一般会計のうち、主なものを対前年度比で見ますと、歳入では、自主財源が前年

度より２億２３４２万８０００円の減額で、根幹であります市税は、固定資産税は３９２

３万２０００円の増となっておりますが、市民税においては、最近の景気動向を反映し、

７０８１万３０００円の減となっております。ことに法人市民税は、５４８９万８０００

円の大幅な減額で、市税合計では、３４５９万３０００円の減収となっております。 

また、向陽荘の民営化に伴う使用料は、８１７２万２０００円の減となっております。 
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依存財源では、前年度より４億８７６万４０００円の減額で、地方交付税が１億３０５８

万９０００円の増、県支出金が７６４２万４０００円の増となっておりますが、 

地方債の借入は、３億７６６９万２０００円の減、国庫支出金が、２億５３４万４０００

円の減で、その主なものは、上町団地建替分、横武小学校屋内運動場建替分など、投資的

経費の減少によるものであります。 

 自主財源のうち、市税、国民健康保険税、その他の収入につきましては、収納率の向上

に努めておりますが、なお、収入未済額が多額なものとなっております。厳しい社会経済

状況下ではありますが、市民負担の公平、財源確保のため、滞納者には法的措置を含め、

厳正な対応を要望いたすところであります。 

歳出のうち、増減の大きい本年度執行額は、補助費等が公共下水道特別会計及び農業集

落排水特別会計が、地方公営企業会計に移行したことにより、３億４３２万円の増となっ

ておりますが、人件費においては、職員数及び退職者数が、前年度より減になったことに

より、２億６２４９万４０００円の減、上町団地建替事業、横武小学校屋内運動場建替事

業費等の補助事業を中心とした投資的経費が、６億１１０３万９０００円の減となってお

ります。 

 また、繰出金は、２０年度に新設された後期高齢者医療保健事業特別会計及び市バス事

業への増額はありますが、老人保健法が、平成１９年度で廃止されたこと、公共下水道事

業、農業集落排水施設事業が、公営企業会計に移行したことや、国民健康保険事業への減

額により、前年度に比べ、合計で５億６６４７万１０００円少ない３億４９２６万８００

０円が、国の繰出基準、或いは、赤字補填として繰出しされております。 

 普通会計でみる財政指標のうち、財政構造の硬直、弾力性を判断する経常収支比率は、

９４．９%で、前年度より１．５％改善いたしております。その主な要因としては、最近

の景気悪化を反映し、市税及び地方消費税交付金などが減額となっている反面、普通交付

税及び地方特例交付金が伸びたことにより、経常一般財源収入が、４０６８万３０００円

増額したこと、一方、経費におきましては、公債費及び補助費等の伸びはあるものの、人

件費及び繰出金等の減額により、経常費充当一般財源が６２３１万１０００円減額になっ

たことによるものであります。 

 昨年来の社会的経済悪化が続き、景気回復の先行き不透明感が漂う中、厳しい財政状況

は今後も続くと思われます。今、取組中の豊前市行政改革大綱及び集中改革プランの取り

組み期間も残すところ１年をきっております。行政の合理化・効率化・持続可能な財政の

健全化に向けて、一層の取組みと市民福祉の向上に努めて頂きたいと思います。 

 次に、公営企業会計のうち、水道事業会計の平成２０年度の経営収支は、１４７５万円

の黒字となっております。収益の主なものを対前年度比でみますと、営業収益では、給水

人口が１１９人、給水戸数が１２７戸、それぞれ増加したものの、有収水量が今日の景気

動向を反映し大幅に減少し、給水収益が２３４９万６０００円の減となっております。 
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 また、一般会計からの補助金は、前年度と同額の７５７０万円となっております。 

収支において、平成１５年度以降は、黒字経営を持続しておりますが、実態は、一般会計

からの補助金による収支均衡を図る他会計依存の経営構造には変わりはありません。 

その要因は、総費用の５２．２％と高い割合を占める受水費にあります。 

現在、進められている伊良原ダム完成時には、新たな受水計画があり、人口の減少、市民

の節水意識の定着など、節水型社会へと進行する中、現状で見る限り収支の前途は極めて

厳しくなることは予測されますので、懸念されるようなことにならないためにも、なお一

層の取り組みを要望いたします。 

なお、下水道事業特別会計の公共下水道事業及び農業集落排水事業は、本年度から公営

企業法の全部適用により、公営企業会計に移行したもので、前年度比較はいたしておりま

せん。各事業ともに、事業収益は純損失決算で、翌年度への繰越欠損金となっております

が、特別会計からの剰余金は、引き続き引継金として補填財源に留保されております。 

また、東部地区工業用水道事業は、増収・減益でありますが、純利益を生じ、地方公営

企業法に基づき積み立てられております。 

最後に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行に伴い、平成２０年度決算か

ら、審査が義務化となりました健全化判断比率、資金不足比率の概要について、ご報告い

たします。審査に付されました健全化判断比率のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率

につきましては、ともに赤字額がありませんので、具体的な数字は表示いたしておりませ

ん。 

 次に、実質公債費比率は１５．２％、将来負担比率は１３０．３％で、双方とも国が示

す早期健全化基準を下回った数値となっております。また、公営企業会計の資金不足比率

につきましては、いずれの会計も資金不足を生じていないことを報告し、終わります。 

○議長 秋成茂信君 

 以上で監査委員の報告を終わります。 

最後に、日程第５ 決算特別委員会の設置についてを議題といたします。 

お諮りいたします。今定例会に提案されました議案第５１号 平成２０年度一般会計歳

入歳出決算の認定については、７人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置し、こ

れに付託の上、審査することにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

ご異議なしと認めます。よって、本件については、そのように決定いたしました。 

お諮りいたします。只今、設置されました決算特別委員会委員の選任については、委員

会条例第８条第１項の規定により、３番岡本清靖議員、４番榎本義憲議員、７番山崎廣美

議員、１１番渡邊一議員、１２番中村勇希議員、１５番尾家啓介議員、１７番吉永宗彦議

員、以上７名を指名いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
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ご異議なしと認めます。よって、そのように決定いたしました。 

只今、選任されました決算特別委員会の皆さんは、本会議終了後、第２委員会室にお集

まり頂き、正副委員長の互選を行うようお願いいたします。 

 以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

一般質問は 9 月７日、８日、9 日の３日間を予定しております。なお、議案質疑について

は、一般質問の最終日に行います。 

一般質問並びに議案に対して質疑のある方は、本日、午後５時までに発言通告書を提出

されますようお願いいたします。 

それでは、本日はこれをもって散会いたします。お疲れ様でした。 

散会 １０時５８分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


